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●      ●
もちろんここで問題となっているのが地域ケアであるから､農村社会学､都市社会学およ
●     ●     ●     ●     ●     ●
び地域社会学における地域社会研究の蓄積を意識する必要があるが､そのことをふまえた












































































































































































































































































































































●      ●
業の参入が困難な場所である｡第二に､自治体の広域合併を経験している｡合併が広域で
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●      ●
だから､地域福祉計画というものを過剰に高く評価する必要はない｡だが､第二に､計画
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100とすると､川内(合併前の川内市)は､ 117. 4であるのにたいし､里は69. 5､上甑









1970 ?都R?980 ?塔R?990 ?涛R?000 
川内 田"ﾃ3sB?1,788 田RﾃcCR?1,444 都?s3R?3,138 都2ﾃ#3b?
6,960(ll.2) 途ﾃsビ?"綯?8,773(13.4) 湯ﾃs#b?2綯?ll,210(15.6) ?2rﾃ3釘?ゅ2?14,955(20.4) 
2,414(3.9) ?ﾃピrィ縒?3,384(5.2) ?ﾃゴ"コ紕?4,546(6.3) 迭ﾃS?ビ絣定??,769(9.2) 
里 ?ﾃ?2?,926 ?ﾃ??1,967 ?ﾃsS2?,676 ?ﾃS??
354(16.2) ?s????420(21.9) 鼎c?#2紕?502(28.6) 鉄cB?2縒?551(36.3) 
152(7.0) ?Sbモ??-175(9.1) ?ィヲ紕?228(13.0) 偵#Sb?R??260(17..1) 
上甑 ?ﾃC#b?,$77 ?ﾃs%2?,651 ?ﾃ3??,234 ?ﾃ??
582(17.0) 田C2?"??6$0(24.9) 田C2?B??726(31.4) 塔Cr?r纈?918(45.7) 
226(6.6) ??ビ綯?256(9.4) ??ビ綯?318(13.7) ?sR?b繧?444(22.1) 
下甑 釘ﾃツB?,176 ?ﾃsS"?,577 ?ﾃ#Cr?,017 ?ﾃ?2?
900(lS.5) 涛3B?"紕?948(25.3) 涛コ?r絣?978(30.1) ?ﾃ??3B繧?1,049(37.4) 
321(6_.6) ?S?ゅB?379(10.1) 鼎??ﾂ縒?447(13.8) 鼎c茶?絣?498(17.8) 
鹿島 ?ﾃ#sr?,023 白ﾃ??1,072 ?ﾃ?2?99 塔??
265(20.8) ?c??R絣?218(21.2) ?ヲ?r??339(32.8) ?c?3b??358(40.1) 










































































それぞれの地区ごとの数値は､ 1段目が一般世帯の総数､ 2段目が6 5歳以上親族のいる世帯数(括弧内はそれが一般世帯の総数に占め
る割合)､ 3段目が高齢夫婦世帯数(括弧内fj:それが一般世帯の総数に占める割合)､ 4段目が高齢単身世帯数(括弧内はそれが一般世帯
の総数に占める割合)である｡
なお､高齢夫婦世帯とは､ ｢夫6 5歳以上､妻6 0歳以上の夫婦一組の一般世帯(他の世帯員がいないもの)｣のことであり､高齢単身世
帯とは､ ｢65歳以上の者一人のみの一般世帯(他の世帯員がいないもの)｣のことである｡ 1 9 9 0年度の国勢調査においては､高齢夫
婦世帯は｢夫婦いずれかが6 5歳以上の一般世帯(他の世帯員のいないもの)｣と定義され､ 1 9 9 5年以降とは定義が異なる｡そこで
われわれは､ 1 9 9 0年の統計表で公表された数値を用い､ 1 9 9 5年以降の定義にあわせて高齢夫婦世帯の数を算出しなおした｡本表






















































































































































































































































































































































































































































年次 ?塔R?990 ?涛R?000 ??R?
軍田村 ?ﾂ?3B?,003 ?ﾃ?2?,000 ?ﾃ?b?
㌔(三次市君田町) 鼎c2?"粤ｒ?76(28.8) 田唐?2繧?723(36.2) 田??r縒?
193ー(9.5) ?S??絣?305(14.S) ?S2?r縒?429(23.4) 
(旧)三次市 ?2ﾃ兎2?9,465. ?津イB?9,503 ?づ?2?
6,312(16.2) 途ﾃ?B?2??8,558(21.5) 湯ﾃS#"?B??9,997(25.7) 
2,688(6.9) ?ﾃ??r纈?3,876(9.7) 鼎S唐?ﾂ綯?5,451(14.0). 
(新)三次市 田Bﾃ??63.596 田"ﾃ??61,635 鉄津3??
12,096(18.9 ?2ﾃss?#?r?15,991(25.4) ?rﾃC??ゅ2?17,753.(29.9) 







北部 估?8??,915 都??3b綯?布野○ 白篥鉄?647 3㌧2 
作木○ ?ﾃ鼎?875 ?5.1 
計 迭ﾃ?b?,223 ?8.3 
西部 倅??5,358 ?ﾃCSB?#r??河内 ?ﾃ#3"?24 ?2.5 
十日市 ??c唐?,061 ?9.3 
粟屋 ?ﾃ鉄b?47 ?3.1 
計 ?津#CB?,686 ?4.4 
中部 價ｨ鶯?,00S ?ﾃSS8?????神杉 ?ﾃc#?520 1.9 
和田 ?ﾃイR?49 ?9..8 
田幸 ?ﾃs#2?$7 ?4.I ?
川西 ?ﾃ3S"?67 ?.1.9 
酒河 ?ﾃ#S?517 ?2.9 
計 ?rﾃ?b?,293 ?4.1 
南部 冽??2,195 都迭?3b??三和○ ?ﾃc??1,473 ?9.9 
計 迭ﾃャb?,268 ?38.5 
東部 倅?xﾞ(??,907 ?ﾃ?? ?偵b?吉舎○ 釘ﾃ?ﾂ?,883 37.8 
甲奴○ ?ﾃ?B?,278 ?I 40.3 
計 ?"ﾃ?"?,319 ?35.S 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月 ??水 冕"????日 
鯛 ?? ?? ?? ??
喜日中(1亡暗-16時) ?ﾒ? ?ﾒ? 佰ｲ?
































月 ??水 冕"????≡ 
鯛 ?ﾂ???ﾂ???ﾂ???ﾂ?














































制度 剴燉e ?金繊(円) 傀8ｴ?内容 仞?｢?竰?
障害馬碓年金 ?ｸ? 塔"經??n域生活支摸群集 ?ｩ(h耳鳧迚]?ITﾂ?.568 
実資.fl_担 ?xﾇﾒ偉h??WﾉZi?y駅??.880 
特別隙瀬者手当 ??26.440 剽?H 迭 ?









































制度 劔内容 仞?｢?竰?ｧ度(利用サービス) ??R?煌z(円) 
悼 傚??)D霎??級 塔"經??m的適所更正(旧法) 凉駅?)X?2??ｩ;鑾R?3.750 
実費負担 ?xﾇﾒ浦?9tﾈ廁暮?y駅??500 特別障害者手当 劔 ??(ｹ?モﾃ#?冷?ﾙ?ｨ丑?,Xﾇh??｡ 0 
本人支給 劍ｾ? 白?S? ? 
生活讐 ?ｨ??ｨ丑??]ｸｮ顏??6898 
● 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































l l I l ー
 i ? ? ? 
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享2月 ヽ ?9:H-ﾈ*ｲ??｢?8月 ??4ｨ8???X橙?
10日お誕生会 冤lF地区内迂路清掃藩政 
11日BI^彬飾り ?2F白石花火大会見学 22百も拝生会 25F社会勉強会(出前講座) 
童3月 ?9?ｨ-?鵜??9月 ?)?ｨ孳?/??X.?Hｭﾂ?
11日おやつづくg(お藁子を焼く) ?8F～09F県外一拍旅行く奉加せず) 
lS日大掃除 ?lFも誕生会 23日おやつづくりくおはぎ) 
4月 ?I?ｨ*?Hﾊ?Io月 ???wH??
15日神明神社春崇り(敷地内で御紳舵獅子舞) ?9F芋薫会(他鴇配の合同宇素食) 
22日おやつづくり(Trt.-ナo}ツ) ?3Fお月見 28百才墓祉無り 
5月 ?i?ｨ*??h橙?1月 ?6?I=??87R?
14日お誕生会 8Fお誕生会 
20日野菜づくり.田植え ?6Fお誕生会 25Fおやつづくり(お菓子) 













務所働域においては, 7町分の該当者約8 0 0人の指噂･相談を一人の職長が担っている｡
21 1995 (平成7)年12月に非定された｢障害者プラン｣21の中で,地域のおける自立の支援施策が掲げら
れ,障害者の総合的な相談･生活支援を地域で支える:!1若葉が明記されたことを受け, 2006 (平成8)年4
月に｢障事児(者)地域療育等支援渉菜｣が創設された｡
22県域内の市町村がまとまって障害福祉-'ilf業者に対して相談支援事菜を委託する方式を取ることから,
支援の範囲は広域的になっている｡
23在宅で生活する障害児(者)を支援する為に,支援施設に在宅福祉を担当する職員(以下｢コーディ
ネーター｣という)や相談･支援ワーカーが配置されている｡平成1.5年4月現屯　宮城県には, 10人
のコーディネーター, 4人のサブコーディネーター, 12人の相談･支援ワーカー,合わせて26人の障害
児(者)の在宅福祉を支える専門職員が,全障害者福祉圏域に複数配置されている｡ 26人で施設利用者
を除いた8,704人の在宅生活を支える相談･支援を行っている｡実に,一人あたり335人を担当してい
ることになる｡高齢者福祉においては,在宅福祉サービスをコーディネートしているのがケアマネージ
ャー(介護支援専門員)である｡一人のケアマネージャーが担当する人数は39人以内とされている｡実
務者レベルの蔑論では,モニタリングを行い,個々人の変化を常に把握しながら支援するためには, 30
人程度が限度であるとさえいわれている｡また,コーディネーター等は,配置が障害者福祉圏域単位で
行われているために,支援の対象範囲が広い｡これは,単に,移動距離が長いという問題ではなく,対
象者が広く点在する状況下での支援は,ややもすると既存のサービスにつなげるだけのコーディネート
になってしまう恐れがある｡地域生活を支えるためには,対象者の生活圏にある身近な社会資源の活用
をきめ細かにコーディネートすることが求められることから,支援範囲は,最大でも市町村単位に留め
る必要がある.コーディネーターの歴史は浅く,現時点ではやむを得ない状況ではあるが,従鮮者の資
-75_
質向上や増員等に更なる充実が待たれる(本間　2003)0
24サービスの利用に行き着くか留まるかの際の大きな判断要素として｢足の確保｣がある｡障害者福祉サ
ービスを提供する施設は,地域偏在しており身近な地域で利用できるとは限らない｡介護サービス提供
施設があっても,最近でこそ福祉有償運送制度(道路運送法)を利用するなどして施設の送迎が用意さ
れるようになったが,それまでの多くは,送迎を家族が担わざるを得ず,困難な場合には｢家で看る｣こ
とを選択せざるを得なかった｡ Bの場合,養護学校中学部卒業時に居住市内にあった障害者施設は,精
神薄弱者更正施設1か所,精神薄弱者授産施設1か所及び肢体不自由児施設1か所だけである｡養護学
校があった隣町には,小規模作業所があったが,養護学校高等部と同様に通園する労力が大変であるこ
とから利用を断念している｡ Aの場合は,居住町内に小規模作業所があり,養護学校高等部を卒業後に
サービスが切れることなく利用している｡このように,使えるサービスが身近にあるか否かは,送避等
の新たな負担を保護者に課すことにもなり,サービス利用-の決断を鈍らせ結果的に自宅での介護に押
し込めることになる｡これらのことも考え合わせると｢子離れできない親｣と責めることは間違いであり,
子離れできる条件整備の不足を問われてしかるべきであろう｡
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